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6月定例会

令和3年6月定例会を6月14日から7月2日までの19日間
の会期で開催しました。
本定例会では市長から提案された議案19件を審議し、いずれ

も原案のとおり可決・承認・同意しました。（採決の結果は4ペー
ジに記載）
上程された議案は、3つの常任委員会に付託され、審査しまし

た。その内容は次のとおりです。

総務教育建設委員会
●借上型市営住宅が建設されます

令和3年度に駅前通において、新たに1棟
の借上型市営住宅が建設されます。
質疑の中で、「借上住宅の入居状況や減免
制度は」との質問に対し、「実質は空いてい
ない状態であり、収入などの状況によっては
減免措置がある」との答弁がありました。ま
た、「現在の市営住宅全体の管理戸数と入居
の状況はどうか」との質問に対し、「管理戸数
は287戸、入居戸数は222戸」との答弁があ
りました。さらに、「市営住宅数の将来計画
はどうか」との質問に対し、「人口推移もあり
10年後に180戸、20年後に150戸の計画
として、今後見直しを行う予定にしている」
との答弁がありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりまし
た。

●消防団員の活動服を更新
消防団員の活動服とアポロキャップが更
新されます。
質疑の中では、「活動服の更新時期はある
のか、前回配布したのはいつか、また、現在
の消防団員数と予備の数は」との質問に対
し、「更新時期は決まっていない、破損等が

あれば交換している。前回は平成18年に配
布した。現在の消防団員数は794人で、予備
は106着となる」との答弁がありました。ま
た、「アポロキャップのメッシュ部分はどこ
か、団長点検に使用するのか」との質問に対
し、「メッシュ部分は庇

ひさし

と前立て以外の部分。
団長点検に限らず、その他の訓練等でも使用
していただく」との答弁がありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりまし
た。
その他、7議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決及び承認となりまし
た。

新たに借上型市営住宅1棟を建設

消防団員活動服（上・下）、アポロキャップ

建設中の借上型市営住宅（駅前通）



産業厚生環境委員会
●綾部市奥上林研修センターの設置及び管理に
関する条例の廃止
旧奥上林小学校・奥上林幼稚園の施設を平
成17年度から各種研修や文化活動、都市との
交流の場等として活用してきたが、利用状況
や施設の老朽化により現状での施設管理が困
難であることから、条例を廃止するものです。
質疑の中で、「6月議会で計上されている
750万円の補正予算の内訳は測量だけなの
か、また建物は相当古いので解体も検討され
ていくのか、それとも民間に委託することは
考えられないのか、さらに耐震はどうなの
か」との質問があり、「予算は境界確定、測量
等に関わるものを計上している。また、古い
施設ではあるがシンボル的な渡り廊下など現
存する数少ない木造校舎であり、できること
なら取り壊さずに建物を残して欲しいという
地元の思いもお聞きしている。建物の補強等
は一定必要になるが、できれば既存施設の活
用を前提に公募によるプロポーザル方式で提
案をしていただき、今後の活用について検討

していきたい。また耐震についてはできてい
ない」との答弁がありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりました。
その他、3議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決となりました。

3

Digest

予算決算委員会

●令和3年度一般会計補正予算（第２号）
市内事業者等への緊急経済対策のほか低所
得の子育て世帯への給付金の支給、ワクチン
接種体制の充実など新型コロナウイルス感染
症対策に係るもので、9,284万円の追加予算
を計上するものです。
質疑の中で、「子育て世帯の生活支援の事
業の関係で、児童手当と特別児童扶養手当の
受給者は自動で給付されるということだが、
コロナによって家計が急変して、申請が必要
な方々へのアプローチというのはどのように
されるのか」との質問に対し、「家計急変者等
については申請がいるが、どの方がこの家計
急変者に当たるのかということが分からない
ので、広報紙やホームページ、ＦＭいかる等
で広報させていただき、該当者には申請に来

ていただくことにしている」との答弁があり
ました。
意見として、「新型コロナウイルス感染症
による影響が長期化する中で、低所得の子育
て世代を支援する子育て世帯生活支援特別給
付金支給事業を評価する。全子育て世帯への
案内及び申請が必要となる家計急変家庭への
分かりやすい情報発信を行い、支援が必要な
すべての家庭が利用できるよう努められた
い」「速やかに事業執行し、必要な市民・事業
者に早急に支援が届くようにすること」とあ
りました。
その他、一般会計2件の補正予算と専決処
分事項の報告2件について審査を行い、採決
の結果、5議案とも全員賛成で可決及び承認
となりました。

綾部市奥上林研修センターの用途廃止

市民生活や地域活性化を支援する予算を追加

綾部市奥上林研修センター
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同意した人事案件

固定資産評価審査委員会委員の選任	 山　口　雅　之さん　（岡町）＝再
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Ｑ

多
く
の
綾
部

市
民
の
優
し
さ
や

温
か
さ
の
結
晶
で

あ
る
車
い
す
駅
伝

発
祥
の
地
記
念
碑

の
除
幕
式
が
5
月

に
開
催
さ
れ
た
。

車
い
す
駅
伝
発
祥

の
地
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
お
ら
れ
る
か
。

Ａ　

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
み
ん
な
が
一
人

の
選
手
と
し
て
タ
ス
キ
を
繋
い
で
い
く
車
い
す

駅
伝
は
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
う
共
生
社
会
を

実
現
す
る
取
組
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

3
月
に
策
定
さ
れ
、
今
後
10
年
間
の
障
害
者

施
策
の
基
本
的
な
事
項
や
理
念
を
定
め
た
第
4

期
綾
部
市
障
害
者
計
画
の
特
徴
は
。　

Ａ　

障
害
の
あ
る
人
も
障
害
の
な
い
人
も
、
そ
れ

ぞ
れ
が
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
尊
重
し

合
う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
。

Ｑ

高
齢
者
支
援
施
策
に
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
が
あ

る
。
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
害
者
支

援
型
と
い
え
る
障
害
ケ
ア
パ
ス
を
提
案
す
る
。

障
害
者
と
そ
の
家
族
が
地
域
の
中
で
本
来
の
生

活
を
営
む
た
め
に
、
本
人
と
そ
の
家
族
及
び
地

域
の
人
々
が
そ
の
目
標
を
共
有
し
、
達
成
す
る

た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
。

Ａ
　
相
談
支
援
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
包
括
的
な

支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。
生
活
上
の
困
難

を
抱
え
る
人
で
あ
っ
て
も
地
域
に
お
い
て
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
民

に
よ
る
支
え
合
い
と
行
政
に
よ
る
支
援
が
連
動

し
、
地
域
を
丸
ご
と
支
え
る
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
実
現
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

地域共生社会実現に向けた取組は創政会　　梅　原　哲　史

Ｑ

一
昨
年
12
月

以
降
短
期
間
で
世

界
に
広
が
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
。
国
内

に
お
い
て
も
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
た
が
収
束
に

至
ら
ず
、
地
域
経
済
に
も
、
益
々
大
き
な
影
響
が

出
て
お
り
一
日
も
早
い
収
束
を
願
う
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
切
り

札
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
医
療
従
事
者
、
高
齢
者

施
設
の
入
所
者
や
従
事
者
、
ま
た
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
接
種
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　

3
月
16
日
か
ら
府
が
主
体
と
な
り
医
療
従
事

者
か
ら
順
次
始
ま
り
、
2
回
目
も
ほ
ぼ
完
了
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
高
齢
者
施
設
入
所
者
や
従

事
者
に
つ
い
て
は
、
4
月
26
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

入
所
者
に
つ
い
て
の
1
回
目
は
ほ
ぼ
完
了
、
2

回
目
が
約
6
割
終
了
。
従
事
者
に
つ
い
て
は
、
1

回
目
は
約
9
割
で
2
回
目
が
約
7
割
終
了
し
て

い
る
。
一
般
の
高
齢
者
で
は
、
6
月
20
日
時
点
で

1
回
目
の
接
種
終
了
者
が
、
約
45
％
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ

副
反
応
が
心
配
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
の
状

況
は
ど
う
か
。

Ａ　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
重
篤

な
反
応
は
聞
い
て
い
な
い
。

Ｑ

国
が
高
齢
者
の
2
回
目
接
種
を
7
月
末
に
終

え
る
計
画
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
、
体
制
強
化

等
が
必
要
と
考
え
る
が
見
通
し
は
ど
う
か
。

Ａ　

土
曜
日
、
日
曜
日
に
つ
い
て
は
、
府
か
ら
の

接
種
チ
ー
ム
の
協
力
を
得
て
接
種
レ
ー
ン
を
5

レ
ー
ン
に
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ワクチン接種の状況と対応を問う公明党　　森　　義　美

市政を問う市政市政 問う市政を問う
6月22日から24日の３日間にわたって14人の議員が市政全般について
質問を行いました。ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

一 般 質 問
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Ｑ

平
成
30
年
度

か
ら
山
家
城
址
周

辺
の
国
史
跡
指
定

に
向
け
た
取
組
が

は
じ
ま
っ
た
。
京

都
府
の
報
告
書
か

ら
も
、
戦
国
時
代
の

城
館
か
ら
近
世
の

陣
屋
へ
の
変
遷
過
程
、
ま
た
、
近
世
の
陣
屋
の
全

体
像
が
分
か
る
良
好
な
事
例
と
し
て
評
価
を
受

け
て
お
り
、
全
国
的
に
み
て
も
国
史
跡
指
定
の

価
値
は
あ
る
と
の
意
見
が
あ
る
。
令
和
4
年
度

に
申
請
で
き
る
よ
う
調
査
を
進
め
ら
れ
て
い
た

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
も
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
調
査
の
内

容
は
。

Ａ　

平
成
30
年
度
に
作
成
し
た
赤
色
立
体
地
図
に

基
づ
き
、
保
護
す
べ
き
遺
跡
の
範
囲
を
検
討
し
、

令
和
元
年
度
は
山
家
陣
屋
跡
の
発
掘
調
査
を

行
っ
た
。
令
和
2
年
度
に
国
史
跡
の
指
定
を
受

け
る
た
め
に
は
山
家
陣
屋
跡
ほ
か
全
て
に
お
い

て
、
よ
り
詳
細
な
調
査
及
び
文
献
調
査
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
、
令
和
4
年
度
予
定
の
国
史
跡

申
請
は
延
期
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
、
山
家
陣
屋

跡
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ

よ
り
詳
細
な
調
査
が
必
要
と
な
り
、
申
請
ま

で
の
期
間
を
延
長
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ

か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ま
た
、
予
定
さ
れ
て
い

る
調
査
は
。　
　

Ａ　

山
家
陣
屋
跡
に
つ
い
て
測
量
や
文
献
調
査
を

進
め
て
お
り
、
終
了
後
は
武
家
屋
敷
跡
、
山
家
城

跡
の
順
で
調
査
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
事

業
完
了
ま
で
に
は
長
期
間
を
要
す
る
が
継
続
的

に
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山家城址周辺史跡国指定の実現を民政会　　片　岡　英　晃

Ｑ

市
の
も
の
づ

く
り
企
業
特
別
応

援
補
助
金
は
、
設

備
投
資
し
た
事
業

所
へ
の
補
助
制
度
。

ま
た
、
月
次
支
援
金

は
、
国
に
準
じ
て

医
療
・
福
祉
等
含

む
幅
広
い
事
業
所
へ
の
支
援
金
で
あ
り
評
価
す

る
。
し
か
し
、
北
都
信
金
景
況
レ
ポ
ー
ト
で
は
設

備
投
資
の
意
向
な
し
は
48
％
、
売
上
減
少
10
〜

30
％
未
満
の
回
答
が
一
番
多
い
。
市
内
事
業
者

の
声
は
設
備
投
資
よ
り
従
業
員
に
金
を
回
し
た

い
、
医
療
・
福
祉
関
係
者
も
、
経
営
は
苦
し
い
が

減
収
は
30
％
以
内
と
の
回
答
。
綾
部
で
頑
張
る

事
業
者
へ
真
水
的
な
応
援
補
助
金
が
創
設
で
き

な
い
か
。

Ａ　

事
業
所
へ
の
支
援
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
市
の
緊
急
経
済
対
策
会
議
で
関
係
機
関
か
ら

意
見
を
聞
き
、「
守
り
」
や
「
攻
め
」
の
支
援
策
を

打
ち
出
し
て
き
た
。
特
に
製
造
業
で
は
、
事
業
継

続
に
つ
な
が
る
国
の
助
成
金
な
ど
が
あ
る
中
、

市
で
は
、
事
業
継
続
力
の
強
化
等
に
つ
な
が
る

設
備
投
資
に
対
す
る
補
助
金
を
創
設
し
、
49
社

が
活
用
。
引
き
続
き
市
内
の
状
況
把
握
に
務
め
、

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
市
内
事
業
所
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

市
民
誰
も
が
、
い
つ
で
も
安
価
で
P
C
R
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
補
助
制
度
創
設
の

考
え
は
ど
う
か
。

Ａ　

市
は
希
望
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
注
力
し

て
い
る
。
な
お
、
高
齢
者
施
設
新
規
入
所
者
の
う

ち
、
希
望
者
に
自
己
負
担
な
し
で
P
C
R
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。

事業所支援とPCR検査の拡充を日本共産党　 搗　頭　久美子

Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
の

ピ
ン
チ
に
よ
り
進

展
し
た
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
活
用
は
、

都
市
と
地
方
の
格

差
を
是
正
し
、
今

後
持
続
可
能
な
地

方
に
し
て
い
く
た

め
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。
本
市
の
見
解
は
。

Ａ　

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
実
現
の
た
め
に
昨
年

12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
に
向
け
た
改
革
の
基
本
方
針
に
よ
り
、
ま

ず
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
確
実
に

実
施
し
て
い
く
。

Ｑ

ど
の
よ
う
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
で
効
果
的
に
本
市
の
課
題
が
解
決
で
き
る
の

か
等
の
調
査
研
究
が
必
要
だ
が
、
専
門
的
な
知

識
を
必
要
と
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
を
行

政
の
み
で
進
め
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
市
内
企

業
や
縁
の
あ
る
企
業
・
大
学
と
連
携
し
、
調
査

研
究
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
行
政

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
企
業
や
大
学
と
の
連
携
は
、
I
T
活
用
に

よ
る
地
域
課
題
解
決
を
図
る
た
め
に
、
産
官
学

が
連
携
し
組
織
し
て
い
る
京
都
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

活
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参
画
し
、
本
市
の

課
題
解
決
に
向
け
た
意
見
交
換
や
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
る
。

Ｑ

医
学
知
識
を
基
に
血
圧
等
の
ヘ
ル
ス
デ
ー
タ

を
活
用
し
、
市
民
の
健
康
増
進
や
高
齢
者
見
守

り
等
を
行
う
ま
ち
づ
く
り
（
M
B
T
）
を
推
進
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ　

個
人
情
報
の
取
扱
い
や
事
業
費
な
ど
課
題
も

多
く
、
全
庁
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

地方こそテクノロジーの活用を民政会　　種　清　喜　之

一般質問
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一般質問

Ｑ

令
和
元
年
9

月
議
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
、
市

道
向
田
線
と
市
道

白
道
路
仁
和
線
の

交
差
点
が
、
中
学

生
・
高
校
生
の
通

学
路
と
し
て
大
変

危
険
で
あ
る
こ
と
、
道
路
幅
が
狭
く
自
動
車
の

離
合
が
困
難
で
、
度
々
事
故
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
交
差
点
改
修
の
必
要
性
に
つ
い
て

質
問
し
た
。
今
後
、
優
先
順
位
を
付
け
る
中
で
、

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

市
と
し
て
は
、
交
差
点
か
ら
市
道
向
田
線
待

機
所
ま
で
の
約
1
0
0
メ
ー
ト
ル
区
間
を
優
先

整
備
区
間
と
位
置
づ
け
、
今
年
度
か
ら
事
業
着

手
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
平
面
測

量
等
を
実
施
し
、
道
路
の
計
画
法
線
を
入
れ
る

予
定
と
し
て
お
り
、
既
に
測
量
業
務
も
発
注
し
、

着
手
し
て
い
る
。

Ｑ

今
年
度
か
ら
事
業
着
手
す
る
計
画
と
の
こ
と

だ
が
、
当
道
路
が
坂
道
で
、
交
差
点
の
視
界
が
悪

く
、
通
学
路
と
し
て
い
つ
事
故
が
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
か
ら
、
早
期
の
完
成
を
願
う

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の
事
業
計
画
と
完
成

時
期
の
予
定
は
。

Ａ　

令
和
4
年
度
に
つ
い
て
は
、
用
地
測
量
及
び

用
地
取
得
を
予
定
し
て
お
り
、
地
権
者
の
御
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
用

地
事
務
が
順
調
に
進
捗
す
れ
ば
、
令
和
5
年
度

に
は
改
修
工
事
に
着
手
し
、
当
該
区
間
の
完
成

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市道向田線改修の考えは民政会　　本　田　文　夫

Ｑ

市
内
で
の
生

理
の
貧
困
の
把
握

状
況
は
。

Ａ　

女
性
相
談
で

は
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
生
理
の
貧
困

に
相
当
す
る
相
談

は
な
い
。
社
会
福

祉
協
議
会
の
相
談
窓
口
で
も
具
体
的
な
相
談
は

今
の
と
こ
ろ
は
な
い
。

Ｑ

こ
れ
ま
で
生
理
に
つ
い
て
話
す
こ
と
自
体
が

タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
。
困
っ
て
い
て
も
声
を

上
げ
ら
れ
な
い
方
が
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
あ

る
民
間
団
体
が
3
月
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
学

生
な
ど
若
い
世
代
の
5
人
に
1
人
が
金
銭
的
理

由
で
生
理
用
品
の
購
入
に
困
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
答
え
た
。
市
内
の
小
中
学
校
に
お
け
る
生
理

用
品
の
配
置
状
況
は
。

Ａ　

全
て
の
小
中
学
校
で
保
健
室
に
生
理
用
品
を

常
備
し
て
い
る
。
中
学
校
で
は
全
て
の
学
校
で

利
用
が
あ
り
、
小
中
と
も
に
多
い
学
校
で
月
に

2
、
3
人
程
度
の
利
用
実
績
が
あ
る
。
保
健
室
で

渡
し
た
生
理
用
品
は
返
却
の
必
要
は
な
い
。

Ｑ

保
健
室
へ
借
り
に
行
く
こ
と
自
体
が
恥
ず
か

し
く
行
け
な
い
、
ま
た
、
生
理
用
品
を
持
っ
て

ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
に
も
人
目
が
気
に
な
る
と

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
多
い
。
生
理
用
品
は
女

性
に
と
っ
て
は
必
需
品
。
学
校
や
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
内
へ
の
生
理
用
品
の
配
置
の
検
討
を
。

Ａ　

学
校
は
、
保
健
室
で
渡
す
際
に
児
童
生
徒
の

体
調
や
家
庭
の
様
子
等
を
把
握
で
き
る
の
で
、

ト
イ
レ
へ
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。
公
共
施

設
に
つ
い
て
は
、
生
理
の
貧
困
に
関
す
る
情
報

が
入
れ
ば
、
対
策
を
検
討
し
た
い
。

生理の貧困と男女平等社会実現を日本共産党　 中　島　祐　子

Ｑ

今
年
度
、
物

部
小
学
校
の
4
・

5
年
生
と
志
賀
小

学
校
の
2
・
3
年

生
が
複
式
学
級
に

な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
一
つ
の
教
室

で
2
学
年
が
学
習

す
る
こ
と
と
な
り
、
児
童
が
学
習
に
集
中
し
に

く
か
っ
た
り
、
一
人
の
担
任
が
2
学
年
分
の
教

材
研
究
や
学
習
に
必
要
な
プ
リ
ン
ト
を
準
備
す

る
等
、
か
な
り
負
担
が
増
え
る
た
め
、
十
分
な
学

習
活
動
が
で
き
る
の
か
と
心
配
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
複
式
学
級
に
関
す
る
見
解
と
デ
メ
リ
ッ

ト
を
解
消
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

学
級
編
成
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す

る
法
律
が
あ
り
、
児
童
数
減
に
よ
っ
て
、
や
む

な
く
物
部
小
学
校
と
志
賀
小
学
校
で
、
複
式
学

級
と
な
る
学
年
が
発
生
し
た
。
デ
メ
リ
ッ
ト
を

解
消
す
る
た
め
に
は
、
国
語
や
算
数
な
ど
、
別
々

に
学
習
す
る
方
が
よ
い
も
の
は
単
学
年
で
学
習

し
、
実
技
的
な
教
科
は
2
学
年
で
行
う
な
ど
、
教

育
課
程
を
工
夫
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
教
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
必

要
な
教
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
国
や
京
都

府
に
対
し
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

綾
部
市
に
お
い
て
少
子
化
が
進
み
、
学
校
の

適
正
配
置
の
議
論
が
必
要
と
な
っ
た
際
の
進
め

方
は
。

Ａ　

児
童
数
が
減
少
し
、
学
校
教
育
の
目
的
を
果

た
す
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
は
、
地
域

や
保
護
者
の
皆
様
の
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

複式学級と学校の適正配置を問う創政会　　柳　原　秀　一
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一般質問

Ｑ

平
成
30
年
の

西
日
本
豪
雨
以
来
、

昨
年
一
昨
年
と
本

市
で
は
大
き
な
災

害
が
起
こ
っ
て
い

な
い
が
、
綾
部
市
自

治
会
連
合
会
で
は

災
害
に
備
え
、
綾
部

市
自
主
防
災
組
織
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
構

築
し
、
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
組
織
数
及

び
活
動
に
対
す
る
本
市
の
支
援
状
況
は
。

Ａ　

平
成
20
年
2
月
に
自
主
防
災
組
織
等
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
が
設
立
さ
れ
、
会
員
は
連
合
会
を

含
む
1
9
3
自
治
会
と
1
社
会
福
祉
法
人
で
あ

る
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
数
は
、
1
5
4
組
織

で
あ
る
。
組
織
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
拠
点
避
難

所
の
防
災
資
機
材
の
整
備
や
各
防
災
組
織
主
催

の
活
動
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ

諸
般
の
事
情
で
大
変
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る

と
思
う
が
、
災
害
に
備
え
普
段
か
ら
積
極
的
に
活

動
が
で
き
て
い
る
組
織
と
そ
う
で
な
い
組
織
と

の
二
極
化
が
起
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

が
、
各
組
織
の
活
動
状
況
は
。
ま
た
本
年
度
事
業

の
取
組
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
昨
年
度
は
、
避
難
行
動
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
14

自
治
会
が
作
成
さ
れ
、
現
在
ま
で
で
合
わ
せ
て

18
自
治
会
が
作
成
済
み
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年
度

の
取
組
計
画
は
、
研
修
会
の
開
催
、
防
災
資
機

材
の
整
備
、
防
災
訓
練
助
成
金
の
支
援
等
を
計

画
し
て
い
る
。
避
難
情
報
の
伝
え
方
が
変
更
に

な
っ
た
た
め
啓
発
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
市
民
に

周
知
を
図
っ
た
。

防災ネットワークについて問う創政会　　渡　辺　弘　造

Ｑ

昨
年
度
の
小

学
校
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
実
施

に
続
き
、
今
年
度

か
ら
中
学
校
で
も

始
ま
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
小
学
校

か
ら
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
で
実
施
さ
れ

て
い
る
の
か
。

Ａ　

基
礎
的
な
仕
組
み
や
情
報
モ
ラ
ル
の
必
要
性

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
、
生
徒
自
身
が
問
題

を
発
見
し
、
課
題
解
決
を
す
る
力
を
育
成
す
る

こ
と
を
狙
い
と
し
た
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
で
、
市
内
全
て
の

小
・
中
学
生
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
布
さ
れ

た
が
、
持
ち
帰
っ
て
宿
題
や
勉
強
を
し
た
い
児

童
が
多
い
と
聞
く
。
現
在
の
検
討
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち
帰
り
の
ル
ー

ル
等
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
試
行
期
間
を
設

け
、
持
ち
帰
り
の
成
果
や
課
題
を
検
証
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
検
証
結
果
や
国
の
動
向
、
他
市
の

状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
早
期
に
実
施
し
た
い
。

Ｑ

今
回
配
布
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
使
用
す
れ
ば
、
教
材
の

ア
プ
リ
を
一
人
一
人
が
使
用
で
き
る
と
思
う
。

現
在
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
お
い
て
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
状
況
は
。

Ａ　

配
付
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
使
用
す
る
ア
プ
リ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
。
そ
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
現
在
各
学
校
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

学校教育デジタル化の現状は民政会　　酒　井　裕　史

Ｑ

平
成
27
年
度

水
防
法
の
改
正
を

受
け
た
新
た
な
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

配
布
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
避
難
に
つ

い
て
改
め
て
考
え

て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

自
宅
の
災
害
リ
ス
ク
の
有
無
を
再
確
認
し
、

い
つ
ど
こ
へ
避
難
す
る
の
か
、
ま
た
、
親
戚
や
友

人
宅
へ
の
検
討
も
含
め
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ

京
都
府
は
、
3
密
回
避
の
分
散
避
難
と
し
て
、

車
中
泊
避
難
を
加
え
た
。
市
内
で
も
乳
幼
児
、

ペ
ッ
ト
同
伴
の
た
め
車
中
泊
避
難
を
選
択
す
る

方
が
少
な
く
な
い
。
避
難
可
能
な
場
所
の
公
表

や
体
制
な
ど
周
知
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

Ａ　

京
都
府
と
連
携
し
議
論
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
候
補
地
と
し
て
豊
里
コ
ミ
セ
ン
、
東

部
・
西
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
紫
水
ヶ
丘
公
園
、
総
合

運
動
公
園
、
中
丹
文
化
会
館
、
以
久
田
野
多
目
的

広
場
が
挙
げ
ら
れ
る
。
運
用
に
つ
い
て
、
通
知
が

あ
り
次
第
周
知
を
図
る
。

Ｑ

特
別
の
配
慮
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
避
難
す

る
施
設
と
し
て
、
災
害
協
定
を
締
結
い
た
だ
い

て
い
る
福
祉
施
設
が
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

外
部
避
難
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
確
認
が
必

要
で
は
。

Ａ　

避
難
者
の
体
調
を
確
認
し
、
受
け
入
れ
可
能

と
聞
い
て
い
る
。
京
都
府
と
府
旅
館
ホ
テ
ル
生

活
衛
生
同
業
組
合
が
緊
急
的
・
一
時
的
に
避

難
場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
整
備
も
さ
れ

た
。

自宅の災害リスクの再確認を日本共産党　　井田　佳代子
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一般質問

Ｑ

市
は
、
脱
炭

素
社
会
に
向
け
、

2
0
5
0
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
実

質
排
出
量
ゼ
ロ
に

取
り
組
む
目
標
や

行
動
指
針
は
あ
る

か
。

Ａ　

綾
部
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
や
第
3

次
綾
部
市
環
境
基
本
計
画
で
目
標
等
を
設
定
し

て
い
る
が
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
前
に
策
定
し
た
も
の
の
た
め
、
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
今
後

再
検
討
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
国
の

動
き
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

こ
こ
10
年
、
エ
コ
商
品
の
急
速
な
進
歩
や
異

常
気
象
の
影
響
で
市
民
の
環
境
問
題
へ
の
関
心

や
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
2
0
5
0
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
宣
言
を
公
表
さ

れ
た
道
府
県
ま
た
は
、
市
区
町
村
が
多
く
な
っ

た
が
、
綾
部
市
は
ど
う
か
。

Ａ　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
目
標
を
、
市
民
、
事

業
者
な
ど
と
共
有
し
、
あ
ら
ゆ
る
取
組
を
連
携

し
て
進
め
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
本
市
で
も
、
本
年
度
中
の
宣
言
を

検
討
し
た
い
。

Ｑ

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
な
ど
、
公
共
施
設
へ

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
考
え
は
。　
　

Ａ　

国
・
地
方
脱
炭
素
実
現
会
議
で
、
公
共
施
設

の
太
陽
光
発
電
の
導
入
な
ど
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

示
さ
れ
た
。
本
市
で
も
検
討
す
る
。

エネルギーと環境について問う民政会　　藤　岡　康　治

Ｑ

綾
部
市
法
定

外
公
共
物
管
理
条

例
に
よ
る
、
占
用

料
徴
収
の
令
和
2

年
度
分
の
件
数
と

徴
収
額
は
。

Ａ　

法
定
外
公
共

物
は
、
道
路
・
水

路
で
国
か
ら
の
譲
与
を
受
け
て
、
平
成
17
年
か

ら
市
で
管
理
。
実
績
は
1
0
0
件
で
、
徴
収
額

は
1
3
7
万
3
千
円
で
あ
る
。

Ｑ

こ
の
条
例
に
基
づ
く
占
用
料
の
徴
収
対
象
と

な
る
箇
所
数
及
び
、
該
当
す
る
市
民
へ
の
周
知

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

市
内
の
法
定
外
公
共
物
は
約
3
万
9
千
箇
所

近
く
あ
り
、
全
て
の
物
件
を
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
、
場
所
も
特
定
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
相
談
等
を
受
け
る
中
で
周
知
し
て
い
る
。

Ｑ

市
の
条
例
制
定
以
前
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
た
の
か
。

Ａ　

京
都
府
が
占
用
事
務
を
行
っ
て
い
た
。
府
か

ら
引
き
継
い
だ
件
数
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
広

く
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｑ

黒
谷
地
域
で
は
「
仮
橋
」
で
生
活
さ
れ
て
い
る

方
が
多
い
。
豪
雨
時
に
は
、
橋
は
撤
去
で
き
る
。

こ
れ
で
も
占
用
の
対
象
と
な
る
の
か
。

Ａ　

占
用
対
象
で
あ
り
、
申
請
が
必
要
に
な
る
。

Ｑ

長
年
そ
こ
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、
占
用
料
が

発
生
す
る
こ
と
を
突
然
知
ら
さ
れ
て
も
、
市
民

の
方
は
納
得
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

条
例
制
定
以
前
か
ら
生
活
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
理
解
さ
れ
に
く
い
と
考
え
る
。
今
後
施
行
規

則
等
の
整
理
を
行
い
減
免
を
検
討
し
た
い
。

法定外公共物管理条例の見直しを日本共産党　　吉　崎　　久

Ｑ

過
去
10
年
間

の
住
基
人
口
の
推

移
を
自
治
会
別
に

見
て
み
る
と
、
綾

部
・
中
筋
地
域
の

自
治
会
は
、
世
帯
数

は
増
加
し
、
人
口
は

微
減
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
奥
上
林
地
域
で
は
世
帯
も

人
口
も
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
集
落
の
機
能

が
確
実
に
低
下
し
て
き
て
い
る
と
思
う
。
過
疎
、

高
齢
化
、
人
口
減
少
の
波
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
存

続
し
た
お
祭
り
の
担
い
手
や
農
地
の
維
持
管
理

な
ど
地
域
に
住
ま
い
す
る
人
た
ち
だ
け
で
は
こ

れ
を
維
持
す
る
の
が
困
難
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

Ａ　

水
源
の
里
集
落
へ
の
定
住
支
援
な
ど
、
こ
の

間
59
人
の
方
に
定
住
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
全
体
と
し
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
な
い
。
現
在
、
奥
上
林
地
域
を
は
じ

め
、
市
内
に
18
あ
る
水
源
の
里
指
定
集
落
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
農
業
の
他
特
産
品
の
生

産
な
ど
独
自
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
後
継
者
不

足
や
労
働
力
不
足
な
ど
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
。

Ｑ

過
疎
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
い

ま
綾
部
市
が
取
組
を
進
め
て
い
る
「
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
」
は
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
な
進
捗
状
況
か
。

Ａ　

で
き
る
だ
け
広
い
範
囲
で
の
実
施
が
望
ま
し

い
と
考
え
、
ど
こ
ま
で
の
範
囲
を
対
象
に
す
る

か
京
都
府
と
調
整
し
て
お
り
、
今
秋
に
事
業
協

同
組
合
を
設
立
し
て
、
12
月
議
会
に
予
算
等
を

上
程
し
た
い
。

人口減少集落の労働力確保対策を民政会　　安　藤　和　明



令和3年９月定例会の日程予定
9月定例会は、9月6日から10月12日までの37日間の会期で予定しています。

10

広報あやべ「ねっと」同様「あやべ市議会だより」も133号から、英語、韓国語、中国語、ベト

ナム語など多言語への翻訳や音声読み上げ機能をもつ無料アプリ「カタログポケット」で配信し

ています。

スマートフォンやタブレット、パソコンからいつでもどこでも気軽に多言語で読むことがで

きます。

無料のアプリ（通信料は利用者負担）をダウンロードするか、パソコンでブラウザ版を利用し

簡単に読むことができますのでぜひご利用ください。

パソコンからの場合は、綾部市ホームページ、綾部市議会でご案内しています。

http://www.city.ayabe.lg.jp/gikai/kohokokai/tagengo.html

【あやべ市議会だより133号（英語）】

あやべ市議会だよりを10言語で配信

９月   6日（月）　本会議（議案・人事案件上程 ）
13日（月）　請願受理締切り（正午）
14日（火）～16日（木）　一般質問
17日（金）　総務教育建設委員会
21日（火）　産業厚生環境委員会

9月22日（水）　予算決算委員会（総括質疑）

10月 1日（金）～8日（金）　予算決算委員会（決算審査）
10月12日（火）　本会議（採決）

24日（金）　予算決算委員会（予算審査）
28日（火）　本会議（採決）

議員の表彰

第97回全国市議会議長会定期総会において、井田佳代子議員、故村上宣弘議員が議員在職
10年の表彰を受けました。

スマートフォン、タブレットからは、

下記のQRコードを読み込んでください。

Catalog Pocket
（カタポケ）
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本市では、市内各関係機関や、多くの市民の皆様に、ご尽力・ご協力いただき、オー
ル綾部でのワクチン接種が進んでおりますことに心より感謝申し上げます。
綾部市議会といたしましても、令和３年６月定例会では、特に影響を受けている事

業者や子育て世帯への支援、ワクチン接種体制確保事業費など、急を要するコロナ関連議案につきましては、議会初
日に即決し、素早く支援が行き届くよう対応をとらせていただきました。引き続き柔軟な対応に努めてまいります。
結びに、一日も早いコロナ収束と、皆様のご健勝ご多幸を祈念いたします。

編集／広報広聴委員会
◎種清喜之　〇井田佳代子　中島祐子　藤岡康治　梅原哲史　柳原秀一　本田文夫　安藤和明　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記


